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平成27年度 長野県視聴覚・放送・情報教育研究大会

保健体育科学習指導案
研究テーマ

『友と気づきを伝え合い，動きを確かめながら運動の楽しさを味わう保健体育学習』

～視聴覚機器の活用によって，確かな動きをつくる学習のあり方～

１ 指 導 者 長野県教育委員会南信教育事務所

保健体育科指導主事 有 坂 栄 康 先生

２ 期 日 平成27年11月 5日(木)

３ 単 元 名 『 ホップ! ステップ! アレンジでダンシング! 』（ダンス単元）

４ 授 業 者 山 田 拓 磨 教諭
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Ⅰ 研究テーマ

保健体育科研究テーマ

『友と気づきを伝え合い，動きを確かめながら運動の楽しさを味わう保健体育学習』

～視聴覚機器の活用によって，確かな動きをつくる学習のあり方～

Ⅱ テーマ設定の理由

保健体育科では全校研究テーマを受けて，「友との関わり合い」を「ダンス」単元においては，規

定のダンスをアレンジし，自分たちのオリジナルダンスをつくるために，班の仲間とアイデアを出し

合い，楽しくリズムにノったダンスにしていくための練習をすることと考えた。

そのことから，生徒は，ダンスにおける「いかにして思想・感情のリズミカルな身体表現による美

的表現をするか」という技能を習得するための取り組みをしていく。その中で，個人のリズムに合っ

た正確な動きが班のダンスに大きく関わることに気づき，仲間と動きを合わせるための追究をしてい

ける生徒を育てたいと考えている。

体を動かすことが好きであったり，テレビをはじめとする映像情報の影響から抵抗なく踊れる生徒

がいる反面，表現力が要求されるダンスに対して恥ずかしさや苦手意識を感じたり，音楽に合わせて

思うように体を動かすことができずに消極的になりがちな生徒も予想される。視聴覚機器（タブレッ

ト）を活用した教師や友からの助言や，班の仲間と息の合った動きで踊ることができた場面やアレン

ジがうまくいった場面のよさを伝え合うことを通して，生徒個々の動きや班のダンスがぴったりとそ

ろい，共に運動を楽しむ喜びを味わうことを期待したい。

以上のことから生徒が友と関わり合い，協力して授業にのぞみ，種目の特性にふれることのできる

授業を究明しようと本研究テーマを設定した。

Ⅲ 研究内容

１ 友と学び合う姿から学んだこと

事 例 １

友とダッシュポイントの位置を探し出し，トップスピードでのバトンパスのタイミングをつんか

だことでリレーの楽しさを味わったＫさん

（平成26年6月 単元名「スピードにのってバトンをつなごう」１年「リレー」の事例）

「トップスピードでバトンパスをするにはどうしたらいいのだろうか」という課題を追究してきた

Ｋさんは，学習の振り返りに以下のような記述をした。

Ｋさんは，「ゴー」「ハイ」の声に合わせてバトンパスをしていたが，声だけでは前走者のＹさんと

なかなかタイミングが合わず，パスを受け取ることができなかった。そこで，ダッシュポイントを利

ペア練習していたとき，最初は「ゴー」と言われても少し減速してしまったけど，練習するう

ちにすごくタイミングが合って，最後にやったのはもう最高でした。

最高のダッシュポイントの歩数は6.5歩だってことが見つけ出せました。
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用してのバトンパスの練習を始めていたが，どうしても相手に遠慮してしまいスピードにのったダッ

シュができずにいた。班の仲間であるＭ君は，土に靴で引いた線のダッシュポイントでは練習してい

る間に消えてしまったり，見えなくなってしまったりする気づきを伝えた。Ｋさん自身も「何か目印

になる物を印にしたいけど，何もないので，何か考えてみたい。」と前時の学習カードに記述していた。

教師は，前時から５班が行っているバトンパスの練習内容は，声ではなくダッシュポイントの重要性

に気づき始めている様子ととらえた。そこで教師は，Ｋさんに，ペットボトルキャップを渡し，ダッ

シュポイントの目印として活用することをグループに紹介し，その位置に前走者が来るのを見定めて

からトップスピードでダッシュするように伝えた。

Ｋさんは，前走者のＹさんと何度もパス練習を繰り返

し，「近づきすぎて利得距離がかせげなかったね」「肘を

めいっぱい伸ばしてバトンをもらえる間隔にしよう」な

どと，互いに気づきを伝え合いながら，ダッシュポイン

トの位置について歩数で確かめながら納得するまで微調

整を重ねた。何度目かにＹさんの伸ばした腕のバトンが

Ｋさんの伸ばした腕の手の平に吸いつくように収まった

瞬間，それを見ていた班の仲間が，「今，ぴったしだったよ」とみんなで拍手して賞賛した。ふたりも

互いのぴったりタイミングの合うバトンパスができるダッシュポイントを探し当てたことについて手

を取り合いながら喜んだ。パスがぴったりできたことが自信につながったせいなのか，Ｋさんは，Ｙ

さんがダッシュポイントの目印を通過した瞬間に遠慮することなくトップスピードでダッシュするよ

うになった。パスのタイミングがぴったりと合うことが続くようになったふたりは，さらに何度も何

度もパス練習を繰り返した。

事 例 ２

友と条件を満たす寝技を考え，力を入れて抑えるポイントや，隙間なく密着することで相手を

抑えられると分かったことで柔道の楽しさを味わったＳ君

（平成26年9月 単元名「正しく！強く！安全に！投げて抑えて三四郎！」１年「柔道」の事例）

「相手に逃げられない抑え込みを考えてみよう」という課題に対してＳ君は，Ｔ君やＭ君と共に積

極的に追求をした。相手と概ね向き合っている・相手が

概ね仰向けである・自分が束縛されていないという３

つの条件を満たすオリジナルの寝技に対するアイデア

が出された。仰向けの相手に馬乗りになって肩に手の

平を強く押し当てて抑えたり，腕をクロスさせて首の

辺りを強く圧迫したりする抑え技等をお互いにかけ合

いながら抑えやすさや，逃げられにくさを伝え合った。

「どうしたら相手が逃げられなくなるのか」を全体

で考える場面でＭ君が，練習の中から発見した「首と
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肩を固定すると動けなくなる」という気づきを発表してくれた。またＳ君と同じグループのＴ君は，

相手に逃げられないために「全体重を乗っけて抑える」という気づきを発表してくれた。クラスの仲

間からは「顔の向きを天井に向けるようにして，胸を相手の胸に押し当てることで密着できる」とい

う発言も出された。その気づきを受けて，Ｓ君は自分の体重を相手にかけて抑えようとするが，相手

と自分との間に隙間ができてしまいなかなかうまく抑え込めずに逃げられてしまっていた。相手と密

着する体感をつかませてあげたいと考えた教師は，ブーブークッションを用いて，相手と自分の間に

はさんだブーブークッションの中にある空気が，全部押し出された時が強い密着になっていることを

紹介した。

Ｓ君は，顔を天井に向けるようにして相手と自分の間にある隙間をなくそうとする抑えを繰り返し，

見ていたＴ君が抑えた体勢を確認して密着の様子を伝えた。また，他のグループでは，相手が動かな

いように相手の柔道着や帯をつかんでいることを見て，Ｓ君は「いいこと考えた」とつぶやき，柔道

着の袖や帯をつかむことを試し，自分の抑え技を，さらに相手が逃げられない抑え込みへと変化させ

ていった。その後行われたグループ対抗の寝技ゲームでもＳ君は大活躍して練習の成果を発揮するこ

とができた。

Ｓ君は，『３人グループで抑え込みの技を考えてとてもいい技ができました。それは，相手の肩を

抑えつけてながら顔を上げることです。それで，他のグループと寝技のゲームをしたら僕が抑えた人

は，全員逃げられずに動けなくなってしまいました。うまくいったら柔道がどんどん楽しくなってき

ました。なんだかとても嬉しかったです。』と振り返りを記入した。

２ 研究の仮説

このような生徒に

○ダンスに対して恥ずかしさや苦手意識があり思うように踊れない。
○なかなかリズムに動きを合わせることができない。
○アレンジするためのアイデアがなかなか浮かばない。
○ステップや動きが身につかず，思うように仲間と合わせることができない。
○動き方にあまり変化や工夫がなく，仲間と踊っていてもつまらなくなってしまい，
ダンスの楽しさを感じることができない。

↓

このような手だてによって

○先輩方のダンス発表の様子を見せたり，教師も一緒になって踊ったり，簡単なス
テップの規定ダンスを班の仲間と一緒に覚えて踊る。

○手拍子や互いに声を出して８呼間のリズムでカウントを刻む。
○参考となる映像を見せたり，アレンジメニューを紹介する。
○班どうしで「アピールマッチ」を行い，ダンスの様子撮影して，動きがズレてい
る点を確認したり，友だちからの気づきを伝えてもらう。

○自分の踊っている姿を鏡に映して自分自身で確認する。
○集団ダンスならではの隊形変化を紹介したり，工夫ができている班の様子を映像
で紹介する。

↓

こうなってほしい

○マイナスイメージをなくし，仲間と動きを合わせるために積極的な活動をする。
○体でリズムをつかんで音楽にノって踊ることができる。
○自分たちのダンスに加えたい動きを選んで，取り入れることができる。
○映像を見たり，友だちにアドバイスしてもらったりすることから，自分の動きを
を見直し，修正することができる。

○仲間どうし互いにアイデアを出し合い，班にふさわしい隊形移動の方法や隊形変
化する工夫を考えて，楽しさを味わえるオリジナルなダンスをつくりあげる。
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Ⅳ 学習指導案

単元名『 ホップ! ステップ! アレンジでダンシング! 』（１年ダンス：現代的なリズムダンス）

１ 単元設定の理由

《このような育ちが見られるようになってきた生徒に》
○「バレーボール」単元では，有効な攻撃になる返球をするにはどうしたらいいかを考えた。パスの連携によっ

て攻撃したり，空いているスペースを狙ったり，強く速いボールを返球したりしているチームの様子を映像で

紹介することで，返球する場所を考えたり，三段攻撃によって強く速い返球できる喜びを感じてきた生徒。

○友とともに取り組んでいく中で，映像で紹介されたパスの連携や攻撃方法を目標にして，自分や友の動きにつ

いて気づいたことを伝え合うことで，声を出し合って捕球することができた。ボールを落とさず，互いのパス

がつながり連携できる楽しさを実感して，友やチームの仲間との伝え合いの大切さを感じてきた生徒。

○パスやサーブについてのフォームが身につけられずミスを繰り返してしまったり，自信がもてなかったりする

ことで，思うように友や仲間とかかわれない生徒。

《このような姿のあらわれを期待して支援していくことで》

○ダンスとの出会いの場面で，互いがもつダンスのイメージを伝え合うことで不安を軽減する。先輩

の発表したダンスの鑑賞から，感じたことを伝え合う場を設けて笑顔で踊っている姿や，チームで

動きを合わせて踊るダンスに対する気づきを全体にとりあげることで，自分たちも仲間と楽しくダ

ンスを踊りたいという思いがもてるようにする。

○規定ダンスの踊り方や，取り入れたい動きを確かめる場面で，タブレットで撮影した映像や鏡に映

った姿から互いに気づきを伝え合うことで，姿勢がどうなっているか，細かな体の部分がリズムに

合わせて動けているかに注目して動きを確かめられるようにする。

○ダンスのアレンジが思うようにいかない生徒や班には，曲のメロディを分解してリズムの拍をとり

ながら互いにアイデアを出すことを促したり，いくつかの動きを紹介して試すようにすることで，

動きのアイデアを互いに伝え合えるようにする。

《単元の学びを通してこのような姿を期待する》

○リズムの拍に体の動きを合わせて全身で動くことの楽しさや，その動きをリズムに合わせて表現す

るダンスの世界にのめりこむ楽しさを味わい，滑らかに体を動かして踊る姿。

○踊りを通して友とかかわりながら，互いの動きについて気づきを伝え合うことで自分の動きがリズ

ムに合ったり，仲間の動きに合ったりしていくことを実感して，動きに強さや大きさやメリハリを

つけて自信をもって踊りを表現する姿。

２ 単元の目標（ア：運動や健康・安全への関心・意欲・態度 イ：運動や健康・安全への思考・判断 ウ：運動の技能 エ：運動や健康・安全についての知識・理解）

ア：仲間とかかわり合いながら互いの動きの良さを認め合い，ダンスの学習に自分から積極的に取

り組むことができる。

イ：班の仲間と動き方を選んだり，動きを考えたり，動きに変化をつけたりして動きを工夫できる。

ウ：拍に合った動きで踊ったり，リズムにノッて仲間と動きや調子を合わせたり，互いの動きをず

らしたりしながら体の各部分を全体的に使って踊ることができる。

エ：リズムにノッて，全身で踊るための体の各部の動かし方や動きの変化のさせ方を理解できる。
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３ 単元の展開
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学習活動 生徒の姿や意識 問 い 教師の支援 評 価

みんながリズムにノって踊れる楽しいダンスを考えたい。

先輩が
ダンス
を発表
した映
像を見
て，気
づいた
ことを
伝え合
おう。

自分たちも班の仲間と楽しくダンスを踊ってみたい。

どのフレーズも
いくつかの基本
的な動きを繰り
返していけばい
いんだな。

ダンス
の発表
会を開
いて，
みんな
のダン
スを見
合って
みよう。

先輩のダンス映像を見
て，感じたことを伝え
合う場を設けて笑顔で
踊っている姿や，班の
独特な動きに対する気
づきを全体にとりあげ
ることで，自分たちも
仲間と楽しくダンスを
踊りたいという思いが
もてるようにする。

映像に合わせながら，

教師が規定ダンスの示

範を示すことで，動き

を確かめながら仲間と

同じ動きでダンスがで

きるようにする。

動きをアレンジし
ていく場面で，班
の学習形態だから
こそできる隊形移
動や，左右対称，
前後対称の動き等
のメニューを紹介
すことで，様々な
表現で班のオリジ
ナルダンスをつく
ろうとする。

曲に合わせて，リズムにノって体を動かすことっ
て気持ちがいいなあ。みんなでいろいろなアイデ
アを出し合いながら動きをつくったり，互いの動
きを見合いながら気づきを伝え合ったりして，動
きができ上がってくるとすごく楽しい。最後に自
分たち班の完成したダンスを発表した時，みんな
がリズムにノッて楽しく踊れたから，大きな達成
感を味わうことができた。

カウントを数え
ながら踊る動き
が確かめられそ
う。

サビの2回目は，
ステップの後に
みんなで一緒に
合わせてジャン
プしてみたらど
うかな。

Ａメロのボック
スステップに腕
の動きを加えて
いくとさらに動
きが大きくなっ
ていいね。

Ａメロのステップ
でどうしても足が
反対になっちゃう
んだけどけど，ど
うしたら間違えず
にできるかな。

リズムにノって踊る気持ちよさを発表してみたい。

8呼間のリズムをカウン
トしながら動きを確認
していくように促すこ
とで，リズムの拍に合
わせた動きができるよ
うにする。

リズムにノッて
体を動かすのは
かっこよさそう
だな。

今までにやった
ことがないし，
リズムに合わせ
て体を動かすの
は難しそう。

人前で踊るのは
恥ずかしいし，
ダンスで体を動
かすことがうま
くできるか心配
だな。

ダンスの楽しさ
を積極的に味わ
おうとする意欲
をもてたか。(ア)

体の各部のリズ
ムに合わせた動
かし方が分かっ
たか。(エ)

みんなで動きや
調子を合わせて
踊ることができ
たか。(ウ)

班の仲間と動き
方を選んだり，
動きを見つけた
り，動きに変化
をつけたりして
動きを工夫で
きる。(イ)

リズムにノった
動きで踊った
り，動きや調子
を合わせて踊る
ことができたか。
(ウ)

ダンスの楽しさ
を味わうことが
できたか。（ア）

動き方がほとん
ど覚えられたか
ら，きょろきょ
ろと仲間の動き
方を見なくても
踊れるよ。

繰り返すリズム
のところで，自
分たちが考えた
他の動きを取り
入れてみたい
な。

仲間がステップの
最後の足を軽くつ
いてから同じ足を
出すように教えて
くれたら，間違え
ずにできるように
なったよ。

サビのところ
の動きが，リ
ズムに合わな
くなっちゃっ
て難しいな。

動き方が分かっ
て，慣れてきた
ら，もっと動き
を大きくしたり
変えたりしたく
なってきた。

ジャンプをしたり，
体の浮き沈みの動
きも使ってみたら，
動きに高さができ
て踊りがかっこよ
くなったみたいだ
ね。

腕のダイナミック
な動きで，踊りに
迫力が出てきたよ
うに見えるよ。Ｂ
メロのステップに
も腕をつけてみよ
うよ。

発表会を開催し，各班

のダンスの工夫や動き

の合わせ方のよさを認

め合うように促すこと

で，班オリジナルのダ

ンスが完成した喜びや

リズムにノッて踊る楽

しさを味わうことがで

きるようになる

班でリズムにノ
ッて踊ってい
て，かっこよか
った。

班ごとの工夫し
た動きを上手に
合わせて踊って
た。

みんな笑顔で，
すごく楽しそう
に踊っていた。

ぼくたちもリズムにノッ
て仲間と楽しくダンスを
してみたいな。

楽しくできそうな気が
するから，体を動かし
て，リズムにノッて踊
ってみたい。

班で規
定のダ
ンスの
動きを
アレン
ジして，
オリジ
ナルの
ダンス
をつく
って踊
ってみ
よう。

ダンス
のイメ
ージを
伝え合
ってみ
よう。

班でリ
ズムに
合わせ
て規定
のダン
スを踊
ってみ
よう。

ダンスについてのイメー
ジを伝え合う場を設けて，
マイナスイメージにも注
目することで，不安を感
じていることが軽減でき
るようにする。

腕の挙げ方も，右
側にいる人と左側
にいる人で反対に
挙げてみたらもっ
と動きが変化し
て，班の個性が出
るね。

前列と後列で動き
をずらして交互に
踊ってみたら，班
の工夫が見えて面
白いダンスになり
そうな気がする。

Ａメロのボックス
ステップでみんな
が移動して集まっ
たり離れたりして
みたら動きが広が
って楽しいダンス
になりそうだ。

動きを変化させて
いるような生徒や
班の様子をを実際
に発表するように
促し，全体に紹介
していくことで，
班の仲間と動きを
アレンジしていか
れるようにする。
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４ 本時案

(1) ねらい

規定のダンスを見栄えよく変化のあるダンスにしようと班ごとにアレンジしてきた生徒が，他の班

と「アピールマッチ」をする場面で，タブレットに撮影した映像を見ながら，動きがそろっているか，

アレンジが工夫されているかを互いに伝え合うことを通して，班のダンスが変化したことを実感し，

発表会に向けてさらに仲間どうしの動きや息の合ったダンスへの期待がもてる。

(2) 展 開

過程 学習活動 予想される生徒の反応や意識(◎) 支援(・)と評価( ) 時間

１ 前時を振り ◎アレンジメニューから，ステップした時に腕 ・音楽をかけて，アイソレーショ

返り生徒ひと の動きを取り入れてみたいです。前回，腕の ンや基本の動きでリズムをとっ

りひとりの願 動きを加わえてみたら踊りが大きくなって， て準備運動をすることで，心も

導 いや各班の願 迫力のあるダンスができました。 体もリラックスしてほぐれ，ダ

いを確かめる。◎1番と2番のメロディが繰り返されているので， ンスの雰囲気をつくるようにす

【全体】 踊り方で変化をつけてみたい。2番では，○○ る。 10

さんが考えてくれた動きを取り入れてみたい。

◎前回，その場でステップしていたところを， ・生徒が，アレンジした動きを実

ステップしながら全員一緒に移動をする○○ 映像を使って全体に紹介するよ

さんのアイデアを試してみたら踊りが大きく うに促すことで，紹介された動

入 なって面白くなりました。 きをきっかけにして班のダンス

◎動きがどんどん工夫されてきたけれど，全員 をさらにアレンジする。

の動きがそろっているかどうかは分からない

から撮影をして確かめてみたい。

学習課題：動きをそろえアレンジを加えたオリジナルダンスを踊ってみよう。

２ 互いのアイ ◎Ａメロのボックスステップで，腕の動きを取 ・前時までの工夫を確認してから

デアを伝え合 り入れて変化させてみようと思うんだけどど 班ごとに取り組むように促すこ

い，班のダン うかな。 とで，自分や班の本時の工夫し

スをアレンジ ◎2番のサビは，ランニングステップの後にみん たい場面を明確にして活動でき

して，踊って なで一緒にジャンプしたらもっとカッコよく るようにする。

展 試してみる。 なる気がするよ。 ・巡視支援をしながら，ダンスの

【班】 ◎ステップで移動してみよう。鏡を見ながら一 動きが単調なものにならないよ

緒にやってみよう。私の動きを真似してやっ うに，全身を使って動いたり，

てみて。リズムに合わせて試してみよう。 動きに変化をもたせたり，動き

◎難しいなあ。慌てないで，ゆっくりやってリ のメリハリをつけたりするよう

ズムに合わせてみよう。 に声がけしたり，場面に応じて

◎リズムに合わせて動きながら，せーの，１・ 動きの様子を教師がタブレット

２・３・４でジャンプを合わせてみようよ。 を使って撮影して仲間に気づき

◎みんな覚えられてきたようだから，今度は， を伝えるように促すことで，動

みんなで一緒に曲に合わせて，リズムを確か きのズレを確かめたり，より工

開 めながら動いてみよう。 夫が加えられたものにしたりす

る。

班どうしでアレンジした成果を踊って確かめてみよう。 32

・２つの班ごとに「アピールマッ

◎腕の動きを入れたら踊りが大きくダイナミッ チ」をして踊りを披露するよう

クになって楽しくなってきた。 に促し，見ている班のひとりが

◎2番のサビは，1番とは全然違う動きになって， 踊っている班のダンスをタブレ

すごく班オリジナルの感じがする。 ットで撮影して，映像を見なが

◎ステップで移動する動き方をみんなで教え合 ら動きがそろっているか，アレ

えたから，みんなが踊れるようになったね。 ンジした部分が滑らかに踊れて

◎動きに工夫がされていてすごくよかったよ。 いるかを相手に伝えるように促

でも，○○君の動きがちょっとズレているとこ すことで，班のダンスの改善点

ろがあったから，この映像で確認してみて。 を確認できるようにする。
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展 ◎画像を見てみたら，確かに動きがそろってい

ないところがあるから，そこがみんなでそろえ

られるように練習をしよう。

◎この映像で見ると，同じ方向に動くだけでな

く，左右で広がったり，集まったり離れたりす

る動きの方向も取り入れられそうだから，移動

開 の方向について動きを試してみよう。うまくい

ったらダンスに取り入れてみようよ。

３ 学習カード ◎○○君が出した腕の動きをつけ加えるアイデ ・「アレンジによってどんなダン

をまとめ，本 アで，ダンスの動きが大きくなって，カッコ スになったかを，班で振り返っ

終 時の学習を振 よくなった。リズムにノッて楽しく踊れるよ てみよう」と発問することで，

り返る。 うになってきた。他の動きも工夫したい。 本時の工夫や気づきのよさを発 8

【個人・全体】 ◎新しい動きをつけ加えたら，動きのパターン 表できるようにする。

が単調じゃなくなって，ダンスが班オリジナル ・映像からの友の気づきや各班の

になってきた。もっとこの班にしかできないダ 気づきを問い返すことや，映像

末 ンスになっていくと楽しめそう。 で様子を紹介することで，互い

◎アレンジした動き方をみんなが分かって，動 に気づきを伝え合うことのよさ

きをそろえて踊ると，ピタッと決まった時にす や，その気づきからさらにダン

ごく気持ちよくて 楽しかった。 スが良くなっていくことををみ

んなで共有できるようにする。

(3) 実証の観点

①タブレットで撮影した映像を互いに見て，仲間の動きが合っているかを確認したり，アレンジした

動きを確認したりしたことは，より具体的なアドバイスを伝え合うことや，友との関わり合いに

有効であったか。

②アレンジメニューから，上半身の動きや集団ダンスならではの隊形移動や隊形変化について，映像

をまじえて紹介したことは，班オリジナルの変化のあるダンスをつくろうとする意欲づけや，踊る

ことの楽しさをふくらめることにつながったか。

班の仲間と動き方を選んだり，

動きに変化をつけたりしなが

ら，動きをそろえて全員が踊る

ことができていたかを，アピー

ルマッチの様子や，撮影した映

像の気づきを伝え合う内容から

評価する。
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(4) 教材研究［素材の教材化］

素材 素材の価値 教師の支援 生徒の意識や姿

・3年生の発表会で ・曲のリズムにノッて踊るこ ・みんなが笑顔で楽しそうに踊
のダンス映像 とや，仲間と動きを合わせ

・ダンスを見て感じたことを
っていたよ。

て踊ることは楽しいという
伝え合うように促すこと

・リズムにノッて堂々とした姿
イメージがもてる。

で，ダンスに対して不安な
で踊っていてかっこよかった思いをもっていた生徒が，
ね。踊ることの楽しさを感じて

・チームで動きが合っていてすダンスへの期待感がもてる
ごいなあと思った。ようにする。

・ダンス曲 ・生徒たちに人気のある嵐の ・8呼間のリズムを基本とし ・フレーズごとに分担してアレ
曲で，なじみ深くややゆっ て，互いのアイデアを出し ンジしてみよう。「Happiness」
くりなポップスである。 合い，試しながらダンスを ・この間奏の部分は，リズムを

・テンポは約120のほどよい 創作していくように促すこ とりながら隊形移動をしてみ
早さであり，拍子がとりや とで，リズムに動きが合う よう。
すい。ビートが分かりやす かを確かめながらダンスの
く，2×8のリズムがつかみ 動きをアレンジできるよう
やすい。 にする。

・規定のダンス ・生徒に身につけたいダンス ・教師が示範を示してダンス ・動きを覚えてこの班だけの
の基本的なステップ（サイ を提示することで，動きを 動きを決めたいね。
ドステップ・グレープバイ 仲間と確かめながら規定ダ ・他の班にはないこの班だけの
ン・Vステップ等）や動き ンスを覚えて踊ることがで 動きを取り入れてダンスをつ
（ターン・フロア）で構成 きる。 くってみよう。
された規定のダンスを全員
が共修できるように教師が
提示することで，規定ダン
スをベースにして自由な発
想でアレンジができる。

・タブレット ・なかなか動きが身につかな ・教師が撮影する観点を伝え ・どうしてもリズムにノッて動
い生徒の姿を撮影して見せ たり，映像の着眼点を示し けない所や動きがぎこちなく
たり，班の踊っている様子 たりすることで，具体的な なる所があるんだけど，撮っ
を撮影して仲間の動きが合 姿や動作から改善点や修正 てみてくれる。
っているかどうかを確かめ 点を見つけたり，個人や仲 ・ここの部分の動きが合ってな
たり，アレンジする前とし 間のダンスのできばえを確 いね。もっとみんなの腕を上
た後の様子について映像を かめることができる。 げる高さをそろえてみよう
使って互いに確かめ合うよ よ。
うに教師が促すことで，個 ・ここはアレンジする前よりす
人や仲間のダンスをより合 ごく工夫された動きになって
わせたり，修正したりする よかったね。でも，次の所は，
ことができる。 違う動きの方がよさそうだ

ね。

・全身鏡 ・自分の全身を映すことがで ・規定ダンスの動きや取り入 ・鏡で確かめると，互いの動き
きるので，自分の動きや班 れたい動きを確かめてる場 が分かるね。
の仲間どうしの動き方を， 面で，鏡に映った姿から確 ・ここの動きがよく分からな
鏡に映った姿から確かめた 認し合うように促すこと くて，鏡に映ってるように肩
り，自分の動きや姿勢を細 で，細かな体の部分の動き と腕が一緒に動いちゃうんだ
かな部分まで確かめたりす に焦点化して動きを確かめ けど，どんなふうに踊るのか，
ることができる。 られる。 教えてくれる。

・ダンス発表会 ・全体で互いの班の成果を見 ・班がアレンジしたダンスの ・あの班は，みんながすごくノ
合う場をもち，ダンスを創 工夫や動きの合わせ方のよ リノリで楽しそうだ。
り上げる楽しさや，他の班 さを認め合うように促すこ ・最後に自分たちが納得できる
のダンスを見る楽しさを味 とで，班オリジナルのダン 一番いいダンスが，リズムに
わうことができる。 スが完成した喜びやリズム ノッて踊れてよかったね。

にノッて踊る楽しさを味わ

うことができるようにな
る。


